































































質管理』（Economic Control of Quality of Manufactured Products）を発表し７，これが近代的
品質管理の幕開けとなった。米国ではSQCは戦前・戦中軍需産業に有効な道具として用いられ
たが，戦後は一般産業に適用され，普及していった。1946年には，米国品質管理学会（Ameri-
































のフィーゲンバウム（A. V. Feigenbaum. Ph. D）は1961年に‘Total Quality Control, Engineer-
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